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１8生 年次通信 

８月の行事予定 

 
３日(月)～24日(月) 

夏期休業 

３日(月)～６日(木) 

ｻﾏｰｾﾐﾅｰ（理社英数Ⅲ） 

３日(月)～11日(火) 図書館閉館 

８日(土)９日(日) 

全統共通テスト模試 

12日(水)～14日(金) 学校閉庁日 

18日(火)～21日(金) 

ｻﾏｰｾﾐﾅｰ（現古数）   

22日(土) 全統記述模試 

24日(月) 小論文模試 

25日（火）2学期始業式 

 

 

 

 

 

 

 

29日（土）土曜課外 

心から応援される生徒に 
           １８D 副担任 田崎 俊之 

 国語を例に挙げるなら、評論の内容はおよそ現実ばなれし

ていると一般には思われがちです。しかしいろいろ読んでい

くと、理屈の根っこには、人間の素直な感覚や感情、平たく

言うと「気持ち」があると気づかされます。その「気持ち」

は、経済を上昇下降させたり、科学を発展させたりと、人間

のさまざまな活動のベースになっているように思います。 

18 生の皆さんは、今回の休校期間を先ずは乗り越え、今、

それぞれの進路実現に向けて着実に歩んでいます。授業や課

外に臨む皆さんの真剣な目、放課後に自学する様子を見るに

つけ、年次全体がこのままうまく波に乗り、それぞれが望む

進路を手にしてほしいと願わずにはいられません。 

そんな中で強く思うことは、18 生の皆さん一人一人が、周

囲の人たちに「自然と心から」応援してもらえるようになっ

てほしいということです。大切なのはこの「自然と心から」

というところです。私たち教員は生徒の皆さんをいろいろな

面で応援したいと思っています。特に担任の先生方はそうで

す。周囲の人たち、特にご家族の方々や担任の先生方に、応

援しようという気持ちを自然に持ってもらえることは、皆さ

んをスムーズな進路決定に導いてくれるでしょう。 

逆に、受験に必要ない科目だからといって疎かにしたり、

隠れて内職をする姿を見せてしまったりしては、心から応援

しようという気持ちを持ってもらえるはずはありませんね。

変に
こ

小
り

利
こう

口にならず、何事に対しても愚直に取り組んでこそ、

皆さんの合格・内定は心から祝福してもらえることでしょう。

進め！18 生！ 

 

 

6月３０日（火）に各大学等から講師をお呼びして、ガイダンスを行うことができました。 

今年から大学入試制度が大きく変わるため、詳しくお話を聞くことができて今後のスケジュール

が具体的になりました。 

 また、期末考査が終わって１学期の成績が確定し、 

LHRでは推薦入試や大学入試共通テスト等の日程 

が説明されたことから、いよいよ本格的に受験を 

身近に感じ、隙間時間に添削プリントや単語帳など 

を開く姿が多くなってきました。今後は模擬試験の 

結果や入試方法などを考慮して、三者面談を通して 

志望校を検討していきましょう。 

 
 

始業式の日程 

①大掃除 

②放送による始業式  

⑴校長の話 

⑵諸連絡 

③ＬＨＲ 

④～普通授業 

 

三者面談を実のあるものとする

ために、7 月 31 日までに各大学

で発表することになっている、

個別学力検査実施教科・科目,入

試方法等を確認し、御家庭でよ

く話し合っておいてください。 


